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遺伝子発現の
測定方法

実験の工程

測定に必要な装置と設備
収集可能な

時系列データの数
工程１ 工程２ 工程３ 工程４ 工程５

従来の方法１
ノザン解析法

• 遠心機等の一般的な装置
• 検出スキャナー
• 実験室
• 検出にRIを使用する場合
はRI管理区域が必要

• 最大で数個

従来の方法２
RT-PCR法

• 遠心機等の一般的な装置
• サーマルサイクラーと検出
スキャナー、またはリアル
タイムPCR装置

• 一般的な実験室

• 最大で数個

従来の方法３
ウェスタン解析法

• 遠心機等の一般的な装置
• 検出スキャナー
• 一般的な実験室

• 最大で数個

本成果品による
生物発光リアル
タイム測定法

•
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赤色発光ルシフェラーゼSLR（ピーク波長630nm）
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